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  ～ 内容紹介～

『ツバキ文具店』

　主人公の雨宮鳩子は今では珍

しい代書屋を最近継いだ11代目。

彼女が先代と呼ぶ祖母の死後、

休業状態にあった店を細々と営

む20代の独身女性だ。

　年賀状の宛名書きに恋文や絶

縁状、亡き夫の天国からの手紙

まで依頼は幅広く、文面や字体

まで当人になりきって代筆した

りする、憑依に近い激務である。

　一方当の鳩子はというと、厳しかった先代に未

だ確執を抱え、過去の傷と今とを彼女はどう切り

結ぶのか？

道の駅

「和紙の里ひがしちちぶ」
          誕生１周年
※東秩父村和紙の里では１周年を記念して
　１１月３日（金・祝）～５日（日）に感謝祭を
　行います！イベント中、条件クリアにより、
＊５００円以上お買い上げで非売品！１周年記念「道の駅
　きっぷ」をプレゼント（３００枚限定）
＊１５００円以上お買い上げで和紙製品（他いろいろ）が
　当たるくじ引きを用意しています！（ハズレくじなし！！）
※ＪＡ農産物直売所では同日に地元産農産物特売を
　行います！！
※また、道の駅スタンプが１周年限定カラーになりま
　す！！（１２月１０日まで）
　皆さん、ぜひ一緒に１周年をお祝いしましょう！

詳細はお電話にて…東秩父村和紙の里　 ８２－１４６８
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